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は じ め に

川内地先はこれまで比較的安定 したホクテガイ生産が続けられ､昭和 37､38年頃には陸奥湾全体

の50- 70%を占めたこともある｡このことは毎年の自然添加､いわゆる自然月に恵まれていること､

底質が玉石まじDの粗砂でホクテガイをと.りつ くせをいこと等､この地先の特徴に加えてホクテガイの

保護水面が設置されておれ 組合員全員が常に資源の保護に努力してきた効果と思われるo

今回あらためてこの地先の調査を行売ったのでその概要を報告するo

充か､底質の分析に御協力いただいた県水産試験場の長峰課長､林技師に深甚の謝意を表するo

調 査 方 法

o調査期間 ;昭和46年 ln月3∩日一一31日

.調査地点 ;今回調査対象にしたのは第 1図に示したように､主にJl憐 漁業協同組合の協同漁業稚内､

東西 18K.n.距岸 3- 6KTn､面積は約66棚の水面でホクテガイ保護水面2ヶ所を含ん

でいるo

(1) 底生生物の調査

開口1.4mのホクテガイ桁網を毎分 40mの速変で2- 10分間曳網したoホクテガイの生息密変､

.現存量算出はあたっては桁網の漁獲効率を15%として計算したo
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第1図 調 査 地 点 ㊤ 調査不能地点

※ この調査はホクテガイ保護水面管理事業にともをう調査として行浸ったo
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第 1表 ホクテガイの生息密度 (個体数/アール ) 漁獲効率 15%

年令.St.1 年 2 年 3 年 4 年 5 年

6 年 合 計13456910 10.45.0ll.95.010.415.1 1.71.2 ･6.02.41.7 5.01.52.4 1.71.22.41.2 1.7 5.110.45.014.9

4.516.428.51213 6.8551.6 1.7ll.9 1.71.7 10.2555.017

19.8 7.9 7.9 47.518 42.9 4

.84.855.7 19.1 4.8

74.019 105.2 2.0 2

.0 107.220 21.4 9.5 7.1 58.021252729 59.5150.025.8111.9 9.52

.4i.b17.0 7.17.1 76.1157.229.8154.730 110.5

5.440.8 17.0 147.931

5.4 5.1 5.4 11■.9

32 90.1 5.4 5.419.0

157.733 52.1 44,0 1.2

77.534 77.4 55.6 1

5.1 164.535 5.4 5.42.0 1.7 17.

0 1.7 27.236 1.7 1.7 8.5 ll.937

38 6.0ll.9 7_1 1.215.9 14.529
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第 2表 ホクテガイの生息密度 (重量 9/アール ) 漁獲効率 15%

年令S.t.1 年 2 年 3 年 4 年 5 年

6 年 合 計13456910 610174697174610768 258167 1,192477541 810405648 562595788452 596 1,5966101741,5075

791,8022.4511213 59819,405 2581,667 465485 1,09920,20717 1,165

1,574 2.157 6.54518 2.508 86786

75,404 5,815 1,295 9,

07519 6,046 582 518

6.94620 1,254 1,908 1,945 5.10521252729 5,4858,7771,5958,080 1,9084771,1925,501 1,9452.557 7,5549,9212,58515,84130 6.545 407

4,5占7 4,641 14,89431 195 1,051 928. 2,15432

4,527 687 9285,010 10,50

933 1,846 5,264 241 7,551

34 5,962 6.059 2.688

18,09135 228 490567 540 4,450 646 6,15436 119 591 2.572 2.8823738 414957 1,411 5694,421 2.1945.
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(2) 底 質 の 調 査

田村式採泥器Vtよ.り採汐乱へポl)ビンに入れて持

ち帰b粒度組成､全硫化物､CODを測定 した｡l

(3) 水 質 の 調 査

各調査点で表面水温､透明匿を測定し､保護

水面内の調査点17､33では表面､底層の水

温､.溶存酸素､塩素量､CODを測定したo

第2図 ホクテガイ生息密変 (個
/アール)調 査 結

果-~ノ(1) ホタテガイの分布状況･■桁網

の漁獲効率を15% とした場合の17-ル当

_りのホクテガイ年令別生息密度は第1-衰2

表のように浸ったoまたホクテガイの生息密も変､

生息重量を図示すると第2､ 3図のとおDと浸っ

たo昭和45年12.月か ら46年3月にかけて移殖放

流された川内～田野沢沖と今冬漁_TI獲対象に予定されている宿野部～蛎崎沖の分布 第

3図 ホクテガ



第 3表 宿野部､長浜地先 17.5KBの現存量

年令現存 量 1 年 2 年 3 年 4 年 5

年 合 計重 量 (ト ン) 461 590 179 45

4 19 1,485個 数 (千 個) 7,818 5.198 88

1 1.580 50 15.527第4表 川内､

田野沢､黒崎､戸沢地先 30KTRの現存量年令現存 量
1 年 .2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計重 量 (ト

ン) 858 64 254 188 51 10 1,565個 数

(千 個) 14.508 459 1,168 689 92 58 16,754宿野部～長浜地先においては 1,483 トン､13,527

千個と売ったが､このうち今冬漁獲対象と売る2年月以上のものは､約1,022 トンとをった0-万調査点1-27にかけての面積約30棚の水域の現存量は1,365トン､16.

754千個と浸り､ここでは1年月の占める割合

が高かった｡(4) ホクテガイの成長と形態

調査点 25--38のホクテガイ年

令別穀長組成は第4図のように売った｡ こ
れらの値を陸奥湾の各地におけるものと比較

すると初期には明らかに川内地先

の成長がか売り悪いことがわかる｡ しかし2

年月から3年月にかけての成長は著しいもの

があるO殻長と全重

量の関係を第5図に示したo高年令に売るに

つれて殻長､全重量のばらつきが大きく浸ってい

たoまた月穀､軟体部､月柱重量の相互関係を

三角図表で示すと第6図 のよう に充_b､1年

月では貝殻重量の占める割 合が大きかった｡ 1-■-
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第5表 桁網による大型底生生物の採集結果

(個体数/約 10分間､400m､560m2曳縞)

St.種類 1 3 4 5 6 7 9 10 12

13 17 18ア マ モ

多 多 多 多,オ カ メ ブ ン ブ クヒ ト デニ ッ ポ ン ヒ ト デス . ナ ヒ ト デモ ミ ジ ガ イア カ ヒ ト デニ チ リ ン ヒ ト デク コ ヒ ト デイ ト マ キ ヒ ト デキ タ ム ラサ キ ウ ニツ ガ ル ウマ ナ マ コキ ン′ コ 111106 1515871055 585011684 2515I8815 1556 8 81446 112 144171151415 71

6419721 52185

17510 多418ス ポ ヤ 7 a

5 20 5カ レ イ 類コ チウ マ ゾ ラ ハ ギカメホウズキチョウチツナ ガ - シエ ゾ ボ ラ

エ ゾ ヒ バ リ ガ
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(5) 他の底生生物

他の底生生物560㌦ 当.りの採集結果を

第 5表に示した｡

マナマコは長浜沖､川内沖で多く採集さ

れた0

-万ヒトデ類は局所的に多く採集された｡

(6) 底質の分析結果

底質の分析結果を第6表に示した｡

粒径0.25吻 下の粒子含有率を図示する

と第 7図のようにそ り､槍川および黒崎沖

に30%以上の含有率のところが見られた.

また0.25nT茄以下の粒子含有率と1アール

当 りのホクテガイ生息密変との関係を第8

図に示した○これによると粒子含有率が高

く売ると分布密生は低 く夜り､含有率が40

%以上のところはホクテガイの分布が見ら

れをかった｡

全硫化物は調査点27が 0.182野と高

い値を示した他は極めて低く､C ()】)は調

査点5､34が各々10･50野､13.34野

を示した｡

(7)水質の分析結果

水質の分析結果を第7表に示した｡ 透明

匿は数 日前の降雨のためか若干低い値を示

したo

水温､塩素量､溶存酸素､CODは上下

層の差は殆ん ど浸かった｡ CODはいずれ

も2ppm以下 と売っていた｡

第5図 穀長と全重量の関係

45 古○ 指

早得ます ;

朋謁欄o●A▲ 70第6図 月殻､軟体部､月



第 6表 底質の分析結果

項自St. 粒 度 組 成 (%) 水 分(%) 全硫化物プ野/9 CO D刀汐/94 4 2 1一､一′0.5 0.5-ヽー′0.25 0.25.～0.1250:125一､■′0.∩630.063 M D沈乃< 一､-2 --.1

> (〟) (乾泥) (乾泥)1 12 7 9 46 2

1 10 4 510 29.7 0.01

7 6.153 0 1 5 10 58 24 1

5 2dD4 2 2 る 15 59 55 1 2 265 28.7 0.0095 0 1 4 26 40 24 2

5 570 25.421.7 0.05

50.010 10.507.576 7 8 54 59 9 00 5 980

7 0 005 50 42
0 5 2809 14 5

7 28 56 2 012 5001,010 19.019.8 0.0060.01710 28 55 26 10 1 0 0 212 14 8 29 45 5 0
0 113 1 5 ll 25 44 15 0 5 415 ~16.8 0.005

17 0 1 12 79 6 002 675

25.1 0.00425 5 2 2 21 57 27 5 5 5

20 50.2 0.02027 28 10 12 1

4 16 9 5 8 1,000 55.6 0.182 8.5615.5

4.4.029 4 1 8 40 45

002 520 22.1 0.001

3∩ 20 17 26 21 ll 2 12 1,410&〕5 22.5 0.01431 60 12 10 9 2 5 1 5 19.8 0.01032 5 5 18

41 51 1 0 1 21.525.2 0.0570.015
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第7表 水 質分 析結 果

項目St.水 深 (ng透明匿 (m)水 温 rC) CBC%o) Sab堺o) D.0(ppm) 0.0.D■

(ppm)3457912.13172527293()3132333435363738 182525251210.5149172410.51927.510121421.515.52125 568457710llll.5ll.5ll.51212.512.512.512 14.414.414.514.614.91515.215.4 18,487 55,59

8 8.50 0.01714.715.9181616.116.11616 18,47418,572 55,57455.551 8.4

87.94 0.7451.25815.91616161816 18

,552 55,515 7.97

0.447(読)上段 :表屠 下段 :底層考今回

の調査から川内地先のホクテガイの現存量は2,848トン､

30.281千個以上と推定され､これらはこれまでにない数量と浸った｡また宿野部～長浜

沖では自然月が50%以上と川内地先の特徴を示した｡

川内地先のホクテガイの成長は陸奥湾の他の地先に比べて

か夜b悪いが､2- 3年にかけてか夜Dの成長を示してv

lるo川内漁業協同組合では全漁場を3区分してのいわゆる3輪採方式でホクテガイ漁業を行をっているが､ホク

テガイの成長




